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健
康
と
親
和
を
図
る

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

初
秋
と
は
い
え
残
暑
の
き
び
し
い

日
で
し
た
が
、
去
る
九
月
六
日
、
川

中
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
今
年
も
町

民
大
運
動
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た。
全
町
民
の
健
康
と
親
和
を
図
ろ
う

と
毎
年
開
か
れ
て
い
る
こ
の
伝
統
あ

る
運
動
会
も
、
今
回
で
二
十
九
回
目

を
数
え
、
老
い
も
若
き
も
こ
の
日
ば

か
り
は
一
堂
に
集
い
、
和
気
あ
い
あ

い
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。い

う
ま
で
も
な
く
運
動
会
は
、
多

く
の
町
民
が
参
加
し
て
互
い
の
健

康
を
喜
び
、

E
い
に
助
け
、
励
ま
し

合
っ
て
ゴ

l
ル
を
め
ざ
す
場
で
あ
り

ま
す
。こ

う
し
た
中
か
ら
人
と
人
と
の
輪

が
拡
が
り
、
潤
い
と
活
力
の
あ
る

地
域
と
町
を
育
て
て
く
れ
る
こ
と
で

ー
し

レA
F

P

「
ノ
。

町の動き(9月1日現在)男4，972人(+20)女5，560人(+14)計10，532人(+34)世帯数3，308戸(+13) 
( )内前月比
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っ
た
人
生
を
充
実
し
た
も
の
と

め
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
ま
す
か
っ

一
我
が
国
の
平
均
寿
命
は
、
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五
一

一
年
)
頃
ま
で
は
五
十
歳
に
満
た
な
い
状
況
で
し
た
。
し
一

一
か
し
、
戦
後
平
均
寿
命
は
、
医
学
の
進
歩
や
公
衆
衛
生
一

一
水
準
の
向
上
を
反
映
し
て
ど
ん
ど
ん
伸
び
、
『
人
生
八
一

一
+
年
』
と
言
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
三
十
年
も
一

一
長
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
サ
一

一
イ
ク
ル
は
、
人
生
五
十
年
の
時
代
に
比
べ
て
大
き
く
変
一

一
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
老
後
は
こ
れ
ま
で

「余
生
」

一

一
で
あ
っ
た
も
の
が
、
「
第
二
の
人
生
」
の
ス
タ
ー
ト
に
一

一

変

わ

っ

て

き

ま

し

た

。

一

2
一
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
長
寿
社
会
を
迎
え
た
今
、
長
い
一

一
老
後
を
安
定
し
た
、
か
つ
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
一

一
も
の
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
皆
さ
ん
と
一

一

と

も

に

考

え

て

見

ま

し

ょ

う

。

一

最
近
国
が
行
っ
た
三
十
歳
以
上
の
人
達
を
対
象
と
し

た
高
齢
期
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
調
査

結
果
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、
約
七
割
の
人
が
自
分

の
高
齢
期
に
つ
い
て
考
え
て
お
り
、
そ
の
内
容
と
し
て

は、
H

健
康
H

H

年
金
や
老
後
の
蓄
え
μ

に
つ
い
て
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。
そ
し
て

将
来
の
心
構
え
と
し
て
は
、
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由

に
自
分
の
生
き
方
を
考
え
活
動
す
る
と
答
え
た
人
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
六
十
歳
以
上
の
人
達
を
対
象
と
し
た
高
齢
者

の
社
会
参
加
に
関
す
る
調
査
で
は
、
参
加
し
た
い
と
答

え
た
人
が
参
加
し
た
く
な
い
と
答
え

た
人
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い

う
結
果
が
出
て
お
り
、
参
加
し
た
い

活
動
の
内
容
は
、
趣
味
、
健
康
・
ス

ポ
ー
ツ
が
大
半
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
あ
な
た
自
身
と
比
べ
て
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
)

ム
M

交

交

交

交

交

園
、
県
は
も
と
よ
り
町
に
お
い
て

も
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
来
る

べ
き
二
十
一
世
紀
の
長
寿
社
会
に
対

応
し
た
地
域
社
会
づ
く
り
の
基
礎
を

整
備
す
る
た
め
各
種
の
施
策
に
と
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
、
健
康
で

ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
の
た
め
皆
さ
ん
自
ら
が
考

え
、
行
動
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し

トム
F

P

「
ノ
。健

康
な
地
域
社
会

づ
く
り
の
た
め
に

健
康
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は

一
人
ひ
と
り
が
地
域
社
会
の
構
成
員

と
し
て
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
若
い
時
か
ら

セ
ル
フ
ケ
ア
意
識
を
高
め
、
健
康
的

な
生
活
習
慣
に
心
が
け
る
と
と
も
に

年

l
回
は
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

る
な
ど
自
発
的
な
健
康
管
理
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

加
齢
と
と
も
に
増
加
す
る
成
人
病

を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
生
活
な

ど
の
日
常
の
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け

る
と
と
も
に
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
内
家
族

ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
に
務
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
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ゆ
と
り
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
の
た
め
に

ゆ
と
り
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
収
入
が
安
定
す
る
と
と

も
に
、
余
暇
時
間
の
活
用
が
で
き
る

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
余
裕

が
持
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
自
分
の
将
来
を
し
っ
か

り
と
見
つ
め
、
若
い
時
か
ら
経
済
面

を
含
め
た
総
合
的
な
生
活
プ
ラ
ン
を

立
て
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
齢
期
に
な
っ
て
も
仕
事

を
持
て
る
よ
う
、
若
い
時
か
ら
能
力

の
開
発
を
し
て
、
技
能
や
知
識
を
蓄

え
た
り
、
資
格
を
取
る
な
ど
努
力
す

• る
こ
と
も
大
切
で
す
。

家
庭
や
地
域
に
お
い
て
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
意
識
を
高
め
、
高
齢
者
が

楽
し
く
社
会
参
加
を
し
た
り
、
安
心

し
で
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
温

か
い
連
帯
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
場
に
お
い
て
は
、
住
宅
の

新
築
等
の
際
に
は
高
齢
者
の
身
体
的

な
特
性
を
配
慮
す
る
な
ど
快
適
に
生

活
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

生
き
が
い
の
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
の
た
め
に

生
き
が
い
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
、

何
歳
に
な
っ
て
も
学
習
意
欲
や
向
上

心
を
失
わ
ず
、
社
会
の
様
々
な
動
き

に
も
関
心
を
示
す
と
と
も
に
、
趣
味

や
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

人
と
の
出
会
い
は
心
を
豊
か
に
し

交
流
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
人
聞
は

心
の
支
え
を
得
て
い
ま
す
。

生
涯
を
通
じ
て
社
会
参
加
が
で
き

る
よ
う
、
職
場
だ
け
で
な
く
地
域
に

お
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
定
年
後
に

お
い
て
も
人
間
関
係
が
薄
れ

な
い
よ
う
幅
広
い
交
流
を
日

常
的
に
持
つ
よ
う
に
し
ま
し

ト
J

跡、「ノ
。

家
庭
で
は
、
お
互
い
の
生

き
方
を
尊
重
し
、
親
子
の
連

帯
関
係
を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
、
夫
婦
に
お
い
て
は
共

通
の
趣
味
を
持
っ
た
り
、
二

人
で
行
動
す
る
機
会
を
多
く

し
て
、
子
育
て
が
終
わ
っ
て

も
夫
婦
で
で
き
る
生
き
が
い

活
動
を
進
め
る
こ
と
は
、
高

齢
期
を
迎
え
る
上
で
特
に
大

切
で
す
。

高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら

の
地
域
社
会
を
活
力
に
満
ち

た
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
努
力

す
る
と
と
も
に
、

互
い
に
助

け
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

幸
せ
で
明
る
い
長
寿
社
会

を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ

、「ノ。

第23回川内町

去
る
九
月
十
五
日
『
敬
老
の
日
』
川
内
町

中
央
公
民
館
大
ホ
1

ル
で
、
第
二
十
三
田
川

内
町
老
人
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
町
内
の
お
年

寄
り
約
六
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
老

人
の
長
寿
を
祝
い
、
さ
ら
に
老
後
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
を
高
め
よ
う
と
毎
年
聞
か

れ
て
い
る
も
の
で
、

午
前
九
時
十
分
か
ら
始

ま
っ
た
大
会
は
、
開
会
式
の
あ
と
表
彰
が
あ

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
に
前
松
瀬
川

老
人
ク
ラ
ブ
の
仙
波
知
さ
ん
(
七
十
九
歳
)
、

健
康
優
良
老
人
に
河
之
内
問
屋
の
村
上
倖
美

さ
ん
(
八
十
四
歳
)
ほ
か
七
名
、
老
人
介
護

優
良
者
四
名
、
国
民
健
康
保
険
健
康
世
帯
三

十
七
名
、
敬
老
作
文
優
秀
賞
入
選
者
六
名
が

そ
れ
ぞ
れ
町
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

~ 

続
い
て
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
、

ク
ラ
ブ
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

十
名
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
今
年
米
寿
(
八
十

八
歳
)
を
迎
え
ら
れ
た
十
九

名
と
、
数
え
年
百
歳
以
上
の

長
寿
者
で
四
国

一
の
最
高
齢

者
仙
波
サ
ワ
ヨ
さ
ん
(
百
八

歳
)
と
、
松
瀬
川
三
軒
屋
の

今
井
フ
シ
さ
ん
(
百

一
歳
)

に
、
県
知
事
と
町
長
か
ら
、
金
婚
式

(
五
十
年
)
を
迎
え
ら
れ
た
十
五
組

の
方
々
に
町
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
記

念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
、

受
賞
者
代
表
謝
辞
の
あ
と
、
小
、
中
学

生
に
よ
る
敬
老
作
文
入
賞
作
の
発
表

が
あ
り
、
お
年
寄
り
は
目
を
細
く
し

な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
井
内
上
の
菅
野
勝
さ

ん
に
よ
る
大
会
宣
言
が
力
強
く
行
な

わ
れ
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に

終
了
し
ま
し
た
。
午
後
に
は
、
踊
り

や
伊
予
漫
才
、
大
正
琴
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
披
露
さ
れ
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
は
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご

ー
レ
ま
J
F
1レ
れ
ん
。
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八
月
臨
時
町
議
会
報
告

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

請
負
契
約
な
ど

議

案】

O
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

川
内
町
名
誉
町
民
大
西
梅
士
口
氏
の

逝
去
に
伴
う
、
町
葬
(
合
同
葬
)

経
費
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
報
告

承
認
を
求
め
る
も
の

平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

名
誉
町
民
町
葬
費三、

O
九
O
千
円

累
計
総
額

三
、
五
九
九
、
七
九

一
千
円

O
平
成
四
年
度
土
地
改
良
総
合

整
備
事
業
則
之
内
地
区
圃
場

整
備
工
事
(
第
三
工
区
)
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

新しい愛媛農業確立

運動を進めましょう/

一創造で築け、明日の愛媛農業一

新
し
い
愛
媛
農
業
確
立
運
動
は
、
農
業
に
た
ず

さ
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

地
域
の
特
色
を
活
か
し
て
創
意
と
工
夫
を
重
ね
る

中
か
ら
、
付
加
価
値
の
高
い
農
業
、
快
適
で
住
み

よ
い
農
村
を
実
現
し
、
夢
と
希
望
、
自
信
と
誇
り

の
も
て
る
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
を
築
い
て
い
こ

う
と
い
う
運
動
で
す
。

そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
生
産
者
、
農
業
団

体
、
市
町
村
、
県
の
関
係
機
関
が
、
お
互
い
の
連

携
を
も
と
に
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す。

-

'
d
f
d
f
d
f
d
f
d
t
H
・H
・，
f
d
f
d
F
-
d
r
a
f
t
-
a
f
t
・4
f
t

運
動
の
目
指
す
方
向

〈
平
成
十
二
年
を
目
標
に
〉

O

「
基
盤
づ
く
り
』

(
進
め
よ
う
基
盤
整
備
で

い
き
い
き
農
業
)

国
際
化
に
対
応
し
得
る
農
業
構
造

の
確
立

話
し
合
い
で
進
め
る

集
落
営
農
の
促
進

O
『
技
づ

く
り
』

(
技
術
で
拓
事
」
う末

来
へ
の
農
業
)

新
技
術
創
造
運
動

ー
ハ
イ
テ
ク
農
業
へ
の
挑
戦
|

O
『
銘
品
づ
く
り
』

(
ふ
る
さ
と
の
真
心
こ
め
る

銘
品
づ
く
り
)

個
性
あ
る
銘
柄
産
地
の
育
成
と
新

し
い
消
費
流
通
の
展
開

高
収
益
農
業
の
推
進
|

O
『人

ε

つ
く
り
』

(
育
て
よ
う
未
来
を
拓
く

豊
か
な
人
材
)

経
営
感
覚
に
富
ん
だ
中
核
的
担
い

手
の
育
成
と
農
業
団
体
の
活
性
化

l
ビ
ジ
ョ
ン
と
創
意
工
夫
の
あ
る

経
営
者
づ
く
り
|

。
「
む
ら
と
っ
く
り
』

(
わ
が
付
の
個
性
を
生
か
す

む
ら
づ
く
り
)

豊
か
な
農
村
の
創
造
と
農
村
生
活

の
活
性
化

-
魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

自
ら
考
え
、
自
ら
実
践
す
る
こ
の

精
神
が
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
明
日

の
農
業
を
創
る
源
に
な
り
ま
す
。
愛

媛
農
業
に
息
吹
き
を
芽
生
え
き
せ
よ

う
と
す
る
運
動
の
中
で
、
今
一
度
自

分
自
身
を
み
つ
め
、
集
落
、
地
域
を

見
直
し
、
明
日
へ
向
か
っ
て
の
行
動

を
と
も
に
起
こ
し
て
み
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

← 4 

平
成
四
年
度
の
八
月
臨
時
町
議
会
が
、
去
る
八
月
二
+
一
日
聞
か
れ
、
次

の
議
案
三
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〈
内
容
〉

契
約
金
額
/
四
千
七
百
九
十
九
万

八
千
円
、
事
業
量
/
区
画
整
理
二

・
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
工
期
/
平
成

五
年
三
月
五
日
ま
で
、
契
約
の
方

法
/
指
名
競
争
入
札
、
契
約
の
相

手
方
/
南
候
工
業
株
式
会
社
(
川

内
町
大
字
南
方
二
六
三
番
地
ご

O
平
成
四
年
度
土
地
改
良
総
合

整
備
事
業
和
田
丸
地
区
圃
場

整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

〈
内
容
〉

契
約
金
額
/
四
千
二
百
三
十
八
万

四
千
五
百
円
、
事
業
量
/
区
画
整

理
二
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
工
期
/

平
成
五
年
三
月
五
日
ま
で
、
契
約

の
方
法
/
指
名
競
争
入
札
、
契
約

の
相
手
方
/
株
式
会
社
富
久
土
木

重
機
(
川
内
町
大
字
則
之
内
乙
一

一
九

一
番
地
二

あなたが、明日の農業を

支える主役です/



森
林
国
営
保
険

制
度
に
つ
い
て

|
確
か
な
備
え
で

安
心
経
営
|

森
林
国
営
保
険
は
、
災
害
に
よ
る

森
林
の
損
失
を
国
が
補
う
保
険
で
す
。

近
年
で
は
、
雪
仙
の
噴
火
、
平
成
三

年
九
月
の
台
風
十
九
号
等
、
災
害
は

突
然
に
や
っ
て
き
ま
す
。
将
来
に
わ

た
り
、
安
心
し
て
山
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご

利
用
下
さ
い
。

-+ 

• 大

火

災

山
火
事
で
受
け
た
損
害

公

風

害

風
害
に
よ
る
幹
折
れ
、
根
返
り
等
の
損
害

寸

水

害

豪
雨
、
洪
水
に
よ
る
埋
没
、
水
没
流
失
な
ど
の
損
害

女
罰
ヨ
室
口

大
量
積
雪
に
よ
る
幹
折
れ
、
根
返
り
等
の
損
害

女

干

害

乾
燥
に
よ
る
枯
死
な
ど
の
損
害

女

凍

害

凍
結
、
寒
風
な
ど
に
よ
る
枯
死
な
ど
の
損
害

女
そ
の
他

潮
害
、
噴
火
災
な
ど
の
損
害

詳
し
く
は
、
役
場
産
業
課
(
含
六
六
|
一一

一
一一

一一

一有
線

二

一
六
二
又
は
森
林
組
合
へ
。

こ
の
た
め
川
内
町
で
は
、
音
回
・

徳
土
口
・
三
軒
屋
・
鳥
の
子

・
下
之
町

・
川
内
マ
ン
シ
ョ
ン
区
の
中
か
ら
約

六
十
世
帯
が

二
疋
の
方
法
に
よ
り
選

ば
れ
ま
す
。
選
ば
れ
た
世
帯
に
は
、

九
月
下
旬
に
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
は
法
律
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
個
人
や
世

帯
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
正
し
く
お
答
え
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
あ
年
寄
り
と
一
緒
に
f

J 

口
貸
付
の
対
象
者

県
内
に
お
い
て
、
六
十
歳
以
上
の
親
族
と
同
居
し
、
又
は
こ
れ

か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る
二
十
歳
以
上
の
方

口
貸
付
の
対
象

①
高
齢
者
の
居
室
を
新
築
、
増
築
又
は
改
築
す
る
た
め
の
資
金

一
件
当
り
十
万
円
以
上

1
百
万
円
以
下

②
高
齢
者
の
た
め
に
浴
室
・
ト
イ
レ
等
を
改
造
す
る
た
め
の
資
金

一
件
当
り
五
十
万
円
以
下

③
①
と
②
を
併
せ
て
整
備
す
る
場
合

一
件
当
り
百
五
十
万
円
以
下

口
貸
付
利
率

年
利

3
%

口
償
還
方
法

元
金
均
等
に
よ
る
年
賦
償
還
又
は
半
年
賦
償
還

口
償
還
期
間

十
年
以
内
(
据
置
期
間
な
し
)

口

保

証

人

連
帯
保
証
人
二
名
が
必
要
で
す
。

口
申
込
み
窓
口

最
寄
り
の
農
業
協
同
組
合
又
は
、
労
働
金
庫
の
本
・
支
店

※
融
資
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問
合
せ
は
、
前
記
申
込
み
窓
口

又
は
、
役
場
福
祉
課
(
含
六
六
二
二
三
二
有
線
二
二
三
二)

へ

〆

1 日 ~10月 31 日10月

高年齢者雇用促進月間
話

内斗筒拡げる雇用は65歳"“し、ま60、
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十
三
歳
の
夏
の

す
ば
ら
し
い
時
間

第11固まつやま中学生

海外派遣事業体験レポート

ーオース卜ラリア班一

(7/29---8/14 17日間〉

問問--

.. ~.‘'"・・関・・・.. 
ポートダグラス.‘.. ・・.・
ケアンズ 一一一一一一一一ー

子

川内中学校 2年

渡
寸

H
い

立
小

げ
れ
け
F

立
口

七
月
二
十
九
日
、
私
は
大

き
な
期
待
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
の

不
安
を
か
か
え
て
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

私
の
中
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
、
「
独
立
し
て
問
も
な

い
、
若
い
因
。
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
を
迎
え
て
く
れ
た
の

は
、
歴
史
の
香
り
と
広
大
な

大
地
で
し
た
。
私
は
そ
こ
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
本
当
の

姿
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す。
次
の
日
、
私
は
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
ま
し
た
。

エ
レ
ン
ブ
ロ

l
グ
さ
ん
と

ハ
ミ
ッ
シ
ユ
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
の
お
家

で
し
た
。

東
中
の
村
上
さ
ん
と
二
人
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
、
心
強
く
あ
ま
り
不
安

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ハ
ミ
ッ
シ
ユ

さ
ん
宅
は
三
人
家
族
。
お
じ
さ
ん
の

職
業
は
建
築
家
で
、
私
の
父
と
同
じ

職
業
で
し
た
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
木
の
種
類
や
、
高
床
式
の
家
が

多
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま

し
た
。
お
ば
さ
ん
は
見
虫
学
者
で
、

研
究
室
に
通
っ
て
い
る
と
て
も
優
し

い
方
で
し
た
。
私
が
い
た
だ
い
た
部

屋
に
も
、
昆
虫
の
写
真
が
貼
つ
で
あ

り
ま
し
た
。
十
五
歳
の
、
お
姉
さ
ん
は
、

キ
ャ
シ
!
と
い
う
名
前
で
、
私
が
、

「
キ
ャ
シ
|
/
」

と
呼
ぶ
と
、
い
つ
も

「
ハ
イ
/
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ハ
ミ
ッ
シ
ユ
さ
ん
一
家
は
、
今
ま
で

に
何
十
人
も
の
ホ
|
ム
ス
テ
イ
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
そ
う
で
、
だ
ま
っ

て
い
て
も
心
の
中
を
み
ぬ
か
れ
て
い

る
よ
う
で
ド
キ
ド
キ
し
て
し
ま
う
毎

日
で
し
た
。

午
前
中
は
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ

ス
ン
で
二
人
の
先
生
に
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
十
二
人
ず
つ
二
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
て
、
私
は
シ
ャ

i
リ

l

先
生
の
ク
ラ
ス
で
楽
し
く
授
業
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
基
本
的
な
英
会

話
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
動
物
や

地
理
を
習
い
ま
し
た
。
十
時
三
十
分

に
は
い
つ
も
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
と

い
う
の
が
あ
り
、
外
国
人
を
ま
じ
え

て
か
た
こ
と
の
英
語
を
使
っ
て
話
し

て
み
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
ジ
エ
ス

チ
ャ

l
で
、
中
学
生
の
英
語
力
で
も

あ
ま
り
心
配
す
る
こ
と
は
な
く
、
言

葉
よ
り
心
を
知
る
こ
と
が

一
番
大
切

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

最
後
の
日
に
、
私
は
伊
予
万
才
や

日
本
舞
踊
を
披
露
し
ま
し
た
。
キ

ヤ
シ
!
と
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。
一

緒
に
踊
っ
て
い
る
と
、
本
当
の
家
族

の
よ
う
に
思
え
て
別
れ
る
の
が
す
ご

く
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
ハ
ミ
ッ
シ
ュ

さ
ん
家
族
の
笑
顔
は
、
私
の
心
を
な

ご
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
家
族

に
出
会
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

帰
る
前
日
に
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で

集
合
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
み
ん
な

に
会
え
た
記
念
に
、
充
実
し
た
十
七

日
間
の
思
い
出
に
:
。

私
は
心
の
大
切
さ
を
知
り
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
良
さ
を
見
つ
け
る
・こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
班

の
友
達
も
、
先
生
方
も
み
ん
な
私
の

宝
物
で
す
。

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
か
も
う
一
度

あ
の
場
所
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
出
会
い
、
英
語
で
、
思
い
出
を
語

り
会
え
る
日
が
く
る
と
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
成
長
し
た

自
分
を
み
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

十
三
歳
の
夏
、
私
は
だ
れ
よ
り
も

す
ば
ら
し
い
時
間
を
過
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
川
内
町

の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

-6-
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• 

川
内
の
年
中
行
事

そ
刊

一冷
/
/

守

d

戸
i
VM
V

『お
月
見
』

お
月
見
は
、
陰
暦
の
八
月
十
五
日

美
し
い
満
月
を
上
に
み
た
て
て
秋
の

収
穫
物
を
供
え
て
杷
り
、
夜
を
楽
し

ん
だ
素
朴
な
行
事
で
あ
る
。

縁
側
へ
机
を
出
し

て
す
す
き
を
立
て
、

i
l
-
-，

芋
や
お
だ
ん
ご
を
供

v
u
l

え
た
。
こ
の
日
初
め

o
t
d

て
里
芋
を
掘
り
食
べ

る
の
で
あ
る
が
、
初

:

;

「
l
/
/
'
¥
、

物

の

こ

と

で

あ

り

非

川

川
U

・

常
に
お
い
し
か
っ
た

i
l
1
/
l

事
を
記
憶
し
て
い
る
。

月
の
影
を
見
て
子
供
達
に
「
あ
れ

は
月
で
兎
が
餅
っ
き
し
て
い
る
影
で

あ
る
o
」
な
ど
と
話
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
日
の
よ
う
に
月
じ
人
が
ロ
ケ
ッ
ト

に
乗
り
行
く
よ
う
に
な
っ
て
は
昔
の

お
伽
話
の
夢
も
消
え
て
し
ま
っ
て
寂

し
い
感
が
す
る
。

こ
の
夜
の
月
を

「芋
名
月
」
と
も

い
っ
て
新
し
い
甘
藷
や
里
芋
を
一
番

に
お
供
え
を
す
る
。
手
臼
で
ひ
い
た

米
や
小
麦
の
粉
の
団
子
と
煮
付
け
の

小
芋
の
味
を
賞
で
、
ま
ん
丸
月
を
眺

め
な
が
ら

「芋
か
団

~
円J
I
l
l

子
か
芋
か
」
と
は
し

引
い

M

F
家
族
一
同
が
円

一
勿
劾
m
満
に
憩
つ
の
で
あ
る
。

諸
問
=
彦
名
ま
た
、
風
流
人
は
、

忘
雌
防
隊
略
和
歌
や
俳
句
を
作
つ

一三

i
k
て
楽
し
ん
だ
。
神
社

7
L

の
奉
納
額
に
当
時
の

俳
人
の
名
が
句
と
共

に
残
っ
て
い
る
。
南
方
村
の
柳
校
・

梅
園
、
則
之
内
村
の
梅
月
な
ら
び
に

井
水
、
滑
川
村
の
雪
竹

・
震
巣
、
河

之
内
村
の
涼
杜

・
五
楊

・
花
眠
な
ど

の
俳
人
が
当
時
活
躍
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

一
年
中
で
今
夜
の
月
が
一

番
明
る
い
の
で
あ
る
。

ふる里の記録より

第七回川内町夏祭り 盛り
第 踊り連コンテスト結果問

h
v
B
/
幻
夜
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
夏
ま
つ
り
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
ニ

コ
ニ
コ
プ
ン
シ
ョ
ー
や
シ
ャ
、
ホ
ン
玉

シ
ョ
ー
を
一
目
見
ょ
う
と
親
子
連
れ

な
ど
で
会
場
は
超
満
員
と
な
り
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

女優 勝 則之内東部連

*準 優 勝 南方東部連

会町 長 首 =恵ホーム連

大町議会議長賞 町 西部連

大教育委員長賞 北方西部連

大商工会長賞 河之内連

大観光協会長賞 北方東部連

大藤葉幸加弥賞 f金 I易 連

大敢 闘 賞 横灘団地連

大努 力 賞 前松瀬川連

*熱 演 賞 西 谷 連

女ユーモア賞 南方西部連

会アイデア賞 ぞのまんま町東連

' 〆
行
政
相
談
週
間
と

行
政
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
国
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

十
月
十

一
日
(
日
)
か
ら
十
七
日
(
士
)

ま
で
を
『
行
政
相
談
週
間
』
と
定
め
、

行
政
相
談
所
等
各
種
の
行
事
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
当

町
で
は
、
行
政
相
談
員
主
催
の

「行

政
相
談
所
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
は
、
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

。
行
政
相
談
所
日
程

日
時
平
成
四
年
十
月
十
二
日
(
月
)

十
三
時
1
十
六
時

場

所

福

祉

館

行

政

相

談

員

和

田

義

雄

T
E
L
六
六
|
二
六
五
三

(

有

線

)

三

四
八
三

O
相
談
内
容

大
登
記

・
戸
籍

・
人
権

・
国
税
・

年
金
保
険

・
社
会
福
祉

・
道
路

河
川

・
公
害

・
防
犯
少
年

・
交

通
安
全

・
郵
便

・
消
費
生
活
な

ど
の
行
政
相
談

会
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す

る
意
見

・
要
望

-7 
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h
V
8
/羽
川
内
町
消
防
団
員
に
よ
る

消
防
訓
練
が
則
之
内
保
免
地
区
で
行

わ
れ
、
団
員
約
二
百
五
+
名
が
参
加

し
、
傾
斜
地
を
利
用
し
た
中
継
放
水

訓
練
を
し
ま
し
た
。

ム8/26川上農協前で交通茶屋が聞かれ、

全国交通安全母の会川内支部の会員や交

通指導員さんが、道行くドライパーにお

しぼりや麦茶のサービスを行い、交通安

全を呼びかけました。
h
v
8
/日
川
内
町
戦
没
者
慰
霊
祭
が
則
之

内
一
ヶ
谷
の
忠
霊
塔
前
広
場
で
行
わ
れ
、

遺
族
や
そ
の
関
係
者
な
ど
約
百
名
余
り
が

出
席
し
、
戦
没
者
の
霊
を
慰
さ
め
ま
し
た
。

A
1
8
/円
白
戸
歌
子
さ
ん
の
デ
ン

チ
が
と
り
も
つ
縁
が
交
流
の
輸
を

拡
げ
中
央
読
書
会
を
通
じ
、
肱
川

町
民
族
資
料
館
ヘ
袖
な
し
ハ
ン
テ

ン
な
ど
十
点
余
り
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

第
十
九
回
少
年
球

仕技
官大
フ"A. ~ 

ソフトボール男子ミニバレーボール女子

く決勝トーナメント〉

川平
内磨
町写
軟度

式
野
球

結大
果会

8 
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d
女
子
リ
レ
l
決
勝

第29回町民大運動会

公民館対抗結果 9/6 

b
カ
ウ
ボ
ー
イ

北方西部公民館

南方東部公民館

総合優勝 (88点)

総合準優勝 (85点)

総合第三位 (76点) 町東部公民館

5.l1j-目一一種

南方東部公民館Oな7がよしカンガルー

南方東部公民館Oカウボ、ーイ

寸
縄
な
い
競
争

土谷 公 民 館

南方東部公民館

0縄ない競争

0綱ヲ|き

北方西部公民館0公民館対抗リレー男子

北方西部公民館0公民館対抗リレー女子

B 中予精工0職域対抗リレー

サ
ー
ク
ル
紹
介

一
茶
事
や
茶
会
を
催
す
こ
と
に
よ
っ

点
て
人
々
と
の
精
神
的
交
渉
の
妙
味
を

此

由

理

解

さ

せ

る

た

め

の

風

雅

な

芸

術

問

削

掠

で

、

日

本

古

来

の

代

表

的

伝

統

文

な

断

て

化

こ

れ

が

、

ま

さ

し

く

茶

道

あ

3
れ

一
ふ
(
茶
の
湯
の
道
)
で
す
。

川
内
町
文
化
協
会
に
「
好
日
会
」
と

称
し
て
茶
道
教
室
が
発
足
し
た
の

は
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
で
、
今
年
で

十
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

流
派
は
、
裏
千
家
で
茶
歴
五
十
余

年
の
豊
富
な
経
験
を
誇
る
橋
本

宗
寿
先
生
の
指
導
を
受
け
て
い
ま

す。

『好日会』

茶道教室

結
成
当
初
は
、

老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
二
十
数
名
も

の
会
員
を
有
し
て

お
り
ま
し
た
が
、

特
に
若
い
世
代
の

会
員
離
れ
が
多
く

そ
の
数
も
年
々
減

少
し
、
現
在
で
は
、

女
性
ば
か
り
の
会

員
数
名
(
年
齢
は
、

六
十
歳
か
ら
八
十

歳
ま
で
J

と
い
う

ち
ょ
っ
と
さ
み
し

h い
教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
教
室
は
、
毎
週
一
回
水
曜
日
の

午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で
中
央
公
民

館
で
開
い
て
わ
り
、
ま
た
毎
年
、
町
文

化
祭
に
は
、
わ
茶
席
を
設
け
、
地
域

の
人
々
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

若
い
人
達
に
は
、
日
常
的
に
も
な

じ
み
が
薄
い
上
、
礼
儀
作
法
、
形
式

な
ど
を
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
今
日
の
茶
道
は
、
茶
会
な
ど
の

雰
囲
気
も
気
ら
く
で
明
る
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

お
嫁
入
り
前
の
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
初
め
て
の
方
や
今
ま
で
に

習
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
も
歓
迎
し
て

お
り
ま
す
の
で
「
一
期
一
会
」
是
非
と

も
こ
の
機
会
に
日
本
古
来
の
伝
統
文

化
で
あ
る
茶
道
を
始
め
て
見
ま
せ
ん

カ

-9-

な
お
、
入
会
に
関
す
る
詳
し
い
ご

相
談
は
、
次
へ
お
願
い
し
ま
す
。

O
川
内
町
教
育
委
員
会
文
化
係

阻
六
六
l
四
七
二
一

有

線

五

九

一

一

O
川
内
町
横
灘
団
地
越
智
富
代

m六
六
|
三
五
一

O

川
内
町
文
化
協
会



交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

炎
天
下
の
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
。

全
国
母
の
会
の
活
動
と
し
て
、
毎

年
夏
行
わ
れ
、
今
年
は
第
十
四
回
目

だ
そ
う
で
す
。

川
内
町
婦
人
会
で
は
、
今
年
か
ら

こ
の
全
国
交
通
安
全
母
の
会
に
入
会

致
し
ま
し
た
の
で
、
八
月
二
十
六
日

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
、
最
初
の
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
、
八
月
七
日
、
総
務
庁

長
官
室
で
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
、

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
二
十
日
よ
り
七
班
に
分
か
れ

て
全
国
を
巡
回
し
て
い
き
ま
し
た
。

九
月
十

一
日
が
最
終
日
で
す
。

愛
媛
県
は
六
班
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

す
。
八
月
二
十
六
日
に
、
香
川
県
か

ら
引
き
継
ぎ
、
三
日
間
で
県
内
を
リ

レ
ー
し
ま
す
。

一
一
十
八
日
に
高
知
県

へ
引
き
継
ぎ
し
ま
し
た
。

川
内
母
の
会
は
、
二
十
六
日
午
後

五
時
、
周
桑
郡
の
千
原
で
、
丹
原
の

母
の
会
か
ら
フ
ラ
ッ
グ
と
タ
ス
キ
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
が
、
私
達
川
内
母
の
会

の
役
目
で
す
。

五
時
四
十
分
、
無
事
重
信
町
役
場

で
、
フ
ラ
ッ
グ
と
タ
ス
キ
を
重
信
の

母
の
会
へ
リ
レ

l
致
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ラ
ッ
グ
が
:
:
・
。
こ
の
タ

ス
キ
が
:・
・
:
、
全
国
を
駆
け
巡
る

。
み
ん
な
で
す
す
め
る
交
通
安
全
U

の
あ
か
し
か
と
思
う
と
、
ジ

l
ン
と

こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
を
感
じ
ま
し

た。
県
警
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
ど
の
車
に
も
交
通
安
全

の
願
い
を
込
め
た
横
断
幕
を
付
け
て

の
出
発
で
す
。

先
頭
は
、
全
交
母
派
遣
広
報
車
、

次
は
県
伴
走
車
・
地
方
局
伴
走
車
・
川

内
伴
走
車
三
台
・
県
警
パ
ト
カ
ー
の

順
に
、
七
台
が
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
な
が
ら
、
川
内
町
を
抜
け
て
い
き

宇
品
1レ
ト
~
。

お
風
日
や
休
憩
所
も
完
備
し
て
い

る
と
言
う
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
目

で
追
い
、
広
場
や
庭
先
、
畑
の
隅
に
ま

で
咲
い
て
い
る
美
し
い
花
々
を
車
窓

に
心
な
ご
ま
せ
な
が
ら
運
転
者
の
気

持
ち
を
味
わ
い
ま
し
た
。

暑
さ
な
ど
吹
っ
飛
び
、
た
だ
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
交
通
安
全
の

末
端
へ
の
浸
透
を
、
ひ
た
す
ら
祈
り

な
が
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
何
と
い
っ
て
も

家
庭
が
大
切
で
す
。
母
親
と
し
て
の

知
恵
と
工
夫
に
よ
っ
て
、
子
供
や
若

者
、
お
年
寄
り
ゃ
運
転
者
へ
の
適
切

な
声
か
け
を
、
先
ず
家
庭
で
行
い
た

い
も
の
で
す
。

若
者
の
暴
走
、
子
供
や
高
齢
者
の

飛
び
出
し
事
故
、
酒
酔
運
転
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
未
着
用
等
の
事
故
発
生

が
、
こ
の
数
年
に
多
い
傾
向
だ
そ
う

で
す
。皆

さ
ん
の
お
家
か
ら
、
交
通
事
故

が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
で
話
し
合
い
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ

が
自
覚
し
、
交
通
マ
ナ
1
の
実
践
に

結
び
つ
け
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
も
の
で
す
。

事
が
起
こ
っ
て
で
は
遅
い
の
で

す
。
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

夏
ま
つ
り
を
終
え
て

八
月
二
十
二
日
の
川
内
町
夏
ま
つ

り
、
特
に
踊
り
連
、
ど
う
も
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

今
年
は
、
連
も
多
く
、
ま
た
公
民

館
活
動
に
ふ
さ
わ
し
く
、
男
の
方
の

参
加
さ
れ
た
支
部
も
増
え
て
、
と
て

も
喜
ば
し
く
思
い
ま
し
た
。

川
内
町
民
全
体
と
言
っ
て
も
い
い

ぐ
ら
い
に
、
大
勢
の
方
が
集
い
、
楽

し
い
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
勿
論
の
事
、
踊
り
の
練
習

の
時
の
人
々
と
の
交
流
。
又
、
優
勝

と
い
う

一
つ
の
目
標
に
向
か
い
、
心

を
合
わ
せ
て
練
習
に
励
ん
だ
り
、
服

装
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
話
し
合
っ
た
り

の
連
帯
が
出
来
た
事
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
収
穫
だ
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
残
念
な
が
ら
翌
日
の

後
始
末
が
大
変
だ
っ
た
と
か
:
:
:
。

特
に
、
お
手
洗
い
の
汚
れ
方
は
、
ち
ょ

っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
内
で
は
、
ゴ
ミ
入
れ

や
缶
入
れ
を
、
と
て
も
上
手
に
活
用

し
て
、
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
も
無
く
、

「素
晴
ら
し
い
。
」

と
話
し
合
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
隅
っ
こ
や
、
陰
の
方
に

乱
れ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

紙
屑
・食
べ
殻
・
紙
お
む
つ
煙
草

の
吸
い
殻
等
の
始
末
に
つ
い
て
は
、

準
備
す
る
側
も
捨
て
る
側
も
、
共
に

心
し
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
来
年
度
は
、
あ
の
夜
空

に
美
し
く
広
が
っ
た
花
火
の
よ
う

に
、
万
事
を
美
し
く
楽
し
く
終
え
た

い
も
の
で
す
。

主
催
者
の
方
々
お
よ
び
・
お
世
話
に

な
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ー 10-
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美幸
しれ 生リ
いい 活排 ! ふな ズ
る水 ( 
さそ

主18)水

「
春
に
な
る
と
花
が
咲
き
、
多
く

の
生
き
物
が
動
き
始
め
、
夏
は
ほ
ど

よ
く
暑
く
、
こ
れ
か
ら
到
達
す
る
秋
、

冬
を
前
に
し
て
、
十
分
な
成
長
を
与

え
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
私
た
ち
が
住

ん
で
い
る
日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
が
あ
っ
て
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
良
い
条
件
の
下
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
地
球
上
に
は
日
本
の
よ
う

な
都
合
の
よ
い
気
象
条
件
の
国
ば
か

り
で
な
く
、
寒
さ
、
暑
さ
の
厳
し
い

困
、
ま
た
水
の
豊
富
な
園
、
少
な
い

固
と
様
々
で
、
人
間
は
、
こ
の
よ
う

な
環
境
の
下
で
工
夫
を
こ
ら
し
て
適

応
し
て
生
き
て
い
け
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
人
間
以
外
の

生
き
物
の
中
に
は
、
様
々
な
環
境
に

適
応
し
て
生
き
て
い
け
な
い
、
言
い

換
え
れ
ば
、
限
ら
れ
た
環
境
で
し
か

• 生
き
る
こ
と
が
で
き
ず
、
住
む
環
境

が
変
化
す
れ
ば
死
滅
し
て
し
ま
う
も

の
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

例
え
ば
、
昔
、
家
の
前
の
水
路
に

は
シ
ジ
ミ
が
い
て
、
ホ
タ
ル
が
飛
び

交
い
、
ト
ン
ボ
が
輪
を
か
い
て
い
る

と
い
う
光
景
は
至
る
所
で
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
限
ら

れ
た
地
域
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
、

私
た
ち
の
懐
か
し
い
思
い
出
の
中
で

し
か
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
私
た
ち
の
身
の

回
り
か
ら
多
く
の
生
き
物
が
姿
を
消

し
生
き
物
の
住
む
環
境
が
変
化
し
た

こ
と
を
物
語
り
、
又
私
達
が
身
を
も
っ

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
多
く
の
中

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
き
物
の
世
界
で
は
、
環
境
が
変

化
す
れ
ば
死
滅
し
て
し
ま
う
も
の
が

多
く
存
在
す
る
こ
と
は
先
に
述
べ
ま

し
た
が
、
変
化
し
た
環
境
で
は
何
も

生
息
で
き
な
い
訳
で
は
な
く
、
変
化

し
た
環
境
に
適
応
し
て
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
別
の
新
し
い
生
き
物
が
出

現
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
生
き
物
を
調
査

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
生
き
物
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

綱，
-"ト，

爪
は

一
本

II 欝

HjEF¥ 

例)

ヒラ合ドロムシ

〈少しよごれた水〉

水質階級と指標生物の生息範囲

水質階級 I H E W 
水の総重量

番号 きれい 少し汚 汚れた 大変汚

指標生物 な水 れた氷 水 れた水 さの指標

卜¥

1 ウズムシ類

2 サワガニ

3 ブユ類 ←一一一一ー

4 カワゲラ類 ト一一一一一 ト一一一きれいな

5 
ナガレトピゲラ・

ト一一一一一
水の指標

ヤマトピゲラ類
生物

6 ヒラタカゲロウ類 ド一一一一一一

7 ヘピトンボ類 一…
ー..ーー・h・・ w

凶...-.抽..明包叫+同'・...骨骨.骨骨骨宵噂圃圃明ーー E・E・ー
¥ 

8 5以外のトピゲラ類

9 6， 11以外類の トー少し汚れ
カゲロウ

ー・・・-----..“・圃...“・----------恒也喧ゅ・4・崎... 宇一 一一
1/ た水の指

標生物
10 ヒラタドロムシ類 .. 

1/ 
¥ 

11 サホコカゲロウ実質 .. 

12 ヒル類 トー一一 汚れた水

13 ミズムシ類 .. の指標生

物
・傾斜角司'・-----------姐ーー抽--....ー由..ー，

卜、

14 サカマキガイ類

----_.-姐、.・・_.---晶司..ー骨 ・幡骨骨...押 a・.----- / 
←一大変汚れ

15 セスジユスリカ類 .. た水の指

標生物
16 イトミミズ類 .. 

1/ 
く大変きたない水〉セスジユスリカは2つの階級の指標となる生物です。
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同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ
て

|教育委員会|

ー
平
成
三
年
度
の
地
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

参
加
者
の
意
識
調
査
|

平
成
4
年
度
の
行
政
区
単
位
の
同

和
教
育
懇
談
会
を
7
月
か
ら
始
め
て

お
り
ま
す
。

申
し
込
み
が
各
区
と
も
、
常
会
の

お
日
に
集
中
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
年
購
入
し
た
「
に
ぎ
や
か
な
家
族
」

の
映
画
が
一
地
区
し
か
実
施
で
き
ま

せ
ん
。
同
和
教
育
懇
談
会
を
も
っ
日

を

一
・
二
日
ず
ら
し
て
載
き
ま
せ
ん

ヵ。
各
区
長
さ
ん
に
は
、
右
の
件
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
月
号

は
、
昨
年
実
施
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

回
答
者

(
9
4
0
人
)

間
一
、
川
内
町
で
は
行
政
区
単
位

の
地
区
懇
談
会
を
、
昭
和
町
年
か
ら

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
な
た
の

出
席
は
。

コニ ウイ ア

4 、
項イシ イシ ク回

カぎ

四 iま

回 回 回 じ
目目 日 目 め

以 て

上

65 13 11 9 
% 

4 9 1 1 6 

①
四
回
以
上
の
出
席
者
が
白
・

4
%
い
る
こ
と
は
、
同
和
教
育
は
国

民
的
課
題
で
あ
る
こ
と
に
、
み
ん
な

に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま
す
。

②
今
回
が
始
め
て
と
い
わ
れ
る

方
が

一
割
弱
い
る
た
め
、
出
席
さ

れ
て
い
な
い
人
も
入
れ
る
と
ま
だ
ま

だ
、
啓
発
す
べ
き
で
あ
る
。

間
二
、
地
区
懇
談
会
に
つ
い
て
、

ど
う
思
い
ま
す
か
。

ウ イ ア

検討方法
やも べこ

項めう きれ
す・ たこ でか

べき容内 らの あら
どあ るも

でに
うた 続 日

なつ
かり け

し'v'
かて で る

40 33 26 
% 

O 6 4 

①
こ
の
表
の
と
お
り
、
方
法
、

内
容
を
検
討
し
て
、
続
け
る
べ
き
で

あ
る
の
が
印
・

4
%
で
、
前
向
き
の

姿
勢
で
あ
る
。

②
こ
の
あ
た
り
で
、
中
止
し
て

聞
を
お
い
て
は
ど
う
か
。
と
い
う
意

見
も
3
分
の

l
は
あ
る
こ
と
は
認
識

す
べ
き
で
あ
る
。

③
今
ま
で
の
こ
と
の
反
省
に

た
っ
て
、
身
近
な
差
別
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
う
べ
き
で
あ
る
。

④
ま
た
、

一
つ

の
事
象
に
つ
い

て
、
く
わ
し
く
、
深
く
お
互
い
調
べ

研
究
し
合
う
の
が
よ
い
。

⑤
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
、

研
究
結
果
を
グ
ル
ー
プ
長
が
発
表
し

あ
う
。以

上
い
ろ
い
ろ
な
内
容
を
検
討
し

て
欲
し
い
意
見
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

間
二
一
、
地
区
懇
談
会
の
方
法
に
つ

い
て
、
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

ニL ウ イ ア

の訪
いよ小位単

よ地
単区現在 項

が宅 い区
よ( y品~、一 位の
い戸

10 館民 がよ
53iJ 

戸f立
ょう

目
で

位単
し、』こ

す 行
る カぎ カま 政

b 46 46 
% 

8 9 2 

①
今
ま
で
の
よ
う
に
、
行

政
区
単
位
が
よ
い
と
い
う
希
望

が
多
い
。

②
過
去
、
数
年
間
婦
人
会

が
、
各
公
民
館
別
に
同
和
教
育

研
修
会
を
実
施
し
、
効
果
を
あ

げ
て
い
る
。

問
四
、
地
区
別
懇
談
会
の
内

容
に
つ
い
て
、
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

ニL ウ イア

よ話講師 のい映 映 言言 項

いを がと画 画 し
聞に よ両と カま ぷ口h 

くよ い立話 よ
し、

のり すし し、
カま 目

カま る合
よ
し、

14 46 33 5 
. 1% 

7 O 914 

①
映
画
と
話
し
合
い
と
両

立
す
る
の
が
よ
い
が
必
・
0
で、

希
望
者
が
多
い
。

②
映
画
も
、

一
回
目
よ
り

二
回
目
の
方
が
内
容
が
わ
か
っ

て
、
ょ
い
と
い
わ
れ
る
。

以
上
平
成
三
年
度
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
で
す
が
、
本
年
度

は
結
婚
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い

し
ま
す
。

応
援
し
ま
す
/
仕
事
と
育
児

育
児
休
業
法
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

十
月
は
「
仕
事
と
育
児
を
考
え
る

月
間
」
で
す
。
女
性
の
職
場
進
出
が

進
む
な
か
、
労
働
者
が
そ
の
能
力
と

経
験
を
生
か
し
つ
つ
、
仕
事
も
家
庭

も
充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
四
月

一
日
か
ら
「
育
児
休
業

等
に
閉
附
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
育
児
休
業
制
度
は
、
労
働
者

が
育
児
の
た
め
に
雇
用
を
中
断
す
る

こ
と
な
く
、
そ
の
能
力
を
有
効
に
発

揮
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。
育
児
休
業
法
に
よ
り
、
一

歳
未
満
の
子
を
養
脊
す
る
男
女
労
働

者
は
、
そ
の
申
し
出
に
よ
り
育
児
休

業
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
主
は

育
児
休
業
を
理
由
に
解
雇
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
者
数
三
十
人
以
下
の
事
業
所

は
、
法
の
適
用
が
三
年
間
猶
予
さ
れ

ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
期
の
導
入
が

望
ま
れ
ま
す
。

育
児
休
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
愛
媛
婦
人
少
年
室
(
松
山
市

辻
町
二
i
一一
一
六
合

O
八
九
九
|
二

四
i
六
七
七

こ
へ
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だ
ち
と
そ
う
だ
ん
し
て
二
回
お
に
を

す
る
こ
と
に
き
め
ま
し
た
。
け
ん
か

に
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
で
わ
け
を
き

き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
す
ぐ
な
か

な
お
り
が
で
き
て
、
ま
た
「
あ
そ
ぼ

う
。
」
が
言
え
ま
す
。

わ
た
し
は
、
小
学
生
に
な
っ
て
か

ら
百
回
く
ら
い
「
あ
そ
ぼ
う
。
」
っ

て
言
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
友
だ
ち

が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
で
も
、
え
ん

そ
く
で
う
ん
ど
、
つ
こ
う
え
ん
へ
い
っ

た
と
き
、
ほ
か
の
学
校
の
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
き
て
い
た
の
に
い
っ
し
ょ

に
あ
そ
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
っ

と
は
ず
か
し
く
て
、
さ
そ
え
な
か
っ

た
で
す
。
し
ら
な
い
聞
に
、
な
か
よ

く
じ
ん
と
り
ゲ

1
ム
を
し
て
い
る
人

た
ち
も
い
ま
し
た
。
こ
ん
ど
会
っ
た

ら
、
が
ん
ば
っ
て
「
あ
そ
ぼ
う
。
」

と
言
っ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
友
だ
ち

を
ふ
や
そ
う
と
思
い
ま
す
。

「
あ
そ
ぼ
う
。
あ
そ
ぼ
う
。

し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
よ
。
」

第

日

回

川

内

町

同
和
教
育
研
究
大
会

あ
そ
ほ
う

西
谷
小
学
校
二
年

白

戸

幾

わ
た
し
は
、
じ
ぶ
ん
か
ら
、
た
く

さ
ん
「
あ
そ
ぼ
う
。
」
と
言
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
前
の
土
ょ
う
日
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
う
ち
の
ち
か
く
の
友
だ
ち

の
た
ん
じ
よ
う
会
に
よ
ば
れ
ま
し

た
。
い
っ
て
み
る
と
、
し
ら
な
い
子

も
い
っ
ぱ
い
き
て
い
ま
し
た
。
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
ん
で
く
れ
る
か
す
こ
し

ド
キ
ド
キ
し
た
け
ど
、
ゅ
う
気
を
出

し
て
「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
。
」

と
言
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
い
い
よ
。
何
し
て
あ
そ
ぶ
。
」

「
お
に
ご
っ
こ
を
し
よ
う
よ
。
」

「
じ
ゃ
あ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
。
」

と
大
す
き
な
お
に
ご
っ
こ
が
で
き
ま

し
た
。
は
し
っ
た
り
、
か
く
れ
た
り

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
名
前
も

ち
ゃ
ん
と
お
ぼ
え
ま
し
た
。
け
い
こ

• 
• 人

権
作
文

美

ち
ゃ
ん
と
み
ゆ
き
ち
ゃ
ん
で
す
。
川

上
小
学
校
の
友
だ
ち
で
す
。
こ
ん
ど

会
っ
た
ら
ま
た
、
い
っ
し
ょ
に
あ
そ

ぼ
う
と
思
い
ま
す
。
つ
ぎ
は
、
か
く

れ
ん
ぼ
が
し
た
い
で
す
。

わ
た
し
の
学
校
に
も
、
友
だ
ち
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
て
つ
ぼ
う
や
つ

り
か
ん
も
い
っ
し
ょ
に
し
ま
す
。
は

じ
め
は
、
さ
か
上
が
り
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
す
る
と
、
友
だ
ち
が
、

「
う
で
を
ま
げ
て
、
力
を
い
れ
て
ご

ら
ん
。
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ま
い
日
、
足
を
も
ち
上
げ

て
く
れ
た
り
、
教
え
て
く
れ
た
り
し

ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
と
き
ど
き
け
ん
か
も
し
ま

す
。
お
に
ご
っ
こ
の
と
き
、
タ
ッ
チ

し
た
の
に
お
に
に
な
ら
な
い
の
は
い

け
な
い
で
す
。
こ
ん
な
と
き
は
、
友

第
三
十
三
回
「
法
の
日
」
週
間

法
が
守
る

ω、
ガ
築
く

よ
い
社
会

U 、
てコ

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

こ
の
「
法
の
日
」
は
、
国
を
挙
げ
て

法
を
尊
重
し
、
基
本
的
人
権
を
擁
護

し
、
社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高

め
る
た
め
の
日
と
し
て
制
定
さ
れ
ま

し
た
。私

た
ち
の
社
会
に
お
い
て
、
個
人

の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
自
由
と
は
、
自
分
だ
け
の
た

め
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
自
由
を
認
め
さ
せ
る
と
同
時
に

相
手
の
自
由
も
認
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
お
互
い
の
自
由

の
共
存
を
図
る
た
め
「
法
」
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

法
は
、
個
人
の
自
由
を
守
っ
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
法
は
、
あ
ら
ゆ
る

暴
力
を
否
定
し
ま
す
。

法
を
守
り
、
人
権
を
尊
重
し
、
社

会
の
秩
序
を
守
る
こ
と
が
社
会
を
平

和
に
し
、
お
互
い
の
家
庭
生
活
を
豊

か
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

7 

10月1日-7日

私
た
ち
、

一
人
一
人
が
法
に
親
し

み
、
法
を
尊
重
し
、
お
互
い
の
権
利

を
守
り
、
明
る
い
社
会
を
築
く
よ
う

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
な
か
で
人
権
を
侵
さ
れ

た
り
、
裁
判
費
用
の
こ
と
で
お
困
り

の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

か
、
法
務
局
ま
た
は
、
そ
の
支
局
に

ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。

西

組

高

須

賀

永

野

高

須

賀

吉

久

大

西

良 鶴恵

温男郎

※言 書品開無

硲 霊松=松話平 設律相料法は 山蚕山成の
国喜地地市 10 4 お
く 方裁 八一時年
守士 番 ¥10 矢口
ら 会所判 町午月 b ーEー人山

れ 三後 5

ま 関丁 3 日せ所
す 目時(月)
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れ

金

.... 
、ーあれ

年
年
金
を
も
っ
と
よ
く

知
っ
て
く
だ
さ
い

『
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
』

m月
・
日
月

十
月
お
よ
び
十
一
月
は
、
「
国
民

年
金
制
度
推
進
月
間
」
で
す
。

国
民
年
金
は
、

一
一十
歳
か
ら
六
十

歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
国
民
が

加
入
者
と
な
っ
て
、
す
べ
て
の
国
民

に
共
通
の
「
基
礎
年
金
」
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

今
、
日
本
で
は
、
人
生
八
十
年
時

代
を
迎
え
て
世
界
に
例
を
見
な
い
早

さ
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

二
十

一
世
紀
に
は
四
人
に

一
人
が

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
い
う

「
超
高
齢
化
社
会
」
を
迎
え
る
こ
と

は
確
実
で
あ
り
、
「
さ
ら
に
安
定
し

た
年
金
制
度
」
へ
の
期
待
が
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
同
時

に
、
将
来
を
見
据
え
た
制
度
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
徐
々
に

理
解
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
国
民
年
金
制

度
が
自
分
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
家
族
や
周
囲
の
人
、
さ
ら

に
は
次
代
の
人
達
の
た
め
に
助

け
合
っ
て
い
く
年
金
制
度
で
も

あ
る
こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ
理
解

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で

は
、
国
民
年
金
の
仕
組
み
ゃ
内

容
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
市
町
村
、
社
会
保
険

事
務
所
が

一
体
と
な
っ
て
広
報

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
皆
さ
ん
も

国
民
年
金
に
つ
い
て
、
今

一
度

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

、っか。な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
福

祉
課
年
金
係
(
宮
六
六
二
二

二
二
、
有
線
二

二
二
三
)
、
ま
た

は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す

と
思
わ
ぬ
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者

に
な
っ
た
り
、
一
家
の
働
き
手
を

失
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
に
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

す
ま
た
、
将
来
老
後
の
生
活
の
支

で
え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

変
が
、
少
な
く
な
っ
た
り
受
け
ら
れ

じ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

る
保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
の
が

れ
原
則
で
す
が
、
何
等
か
の
理
由
で

亡
品
年
度
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

防
か
っ
た
保
険
料
は
、
二
年
前
ま
で

唱
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が

牛
で
き
ま
す
。

険
国
民
年
金
の
制
度
は
、
働
く
世

保
代
が
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
る

「
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
で

す
。
毎
月
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納

め
て
い
く
こ
と
が
、
自
分
自
身
の

た
め
で
も
あ
る
と
同
時
に
、
国
民

年
金
制
度
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た

め
の
大
切
な
こ
と
で
す
。

過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が

な
い
か
、
今

一
度
お
確
か
め
下
さ

lv 

税の
おはなし

不
動
産
取
得
税
と
は
?

η
J悩
E
U

私
は
、
近
々
建
て
売

欝

晶

一
り
住
宅
を
購
入
す
る
計

院
川
河
川
一
画
が
あ
り
ま
す
が
、
家

を
購
入
し
た
ら
、
税
金
が
か
か
る
と

き
き
ま
し
た
が
、

一
体
ど
ん
な
税
金

な
の
で
し
ょ
う
か
。住

宅
を
新
築
し
た
り

土
地
や
家
屋
を
購
入
し

た
場
合
な
ど
に
は
、
こ

れ
ら
の
不
動
産
の
取
得
者
に
対
し
て

県
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
(
こ
れ
を

不
動
産
取
得
税
と
い
う
。
)

不
動
産
の
取
得
と
は
、
不
動
産
の

所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
を
い
い
、

有
償
で
あ
る
か
無
償
で
あ
る
か
を
問

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
原
因
が
売

買
、
交
換
、
贈
与
、
寄
付
等
の
別
も

重量

A 
聞
い
ま
せ
ん
。
不
動
産
を
取
得
さ
れ

た
場
合
に
は
、
取
得
の
日
か
ら
二
十

日
以
内
に
そ
の
不
動
産
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
県
地
方
局
(
市
町
村
経
由
)

に

「不
動
産
取
得
申
告
書
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

不
動
産
取
得
税
の
税
率
は
、
取
得

し
た
時
の
不
動
産
の
価
格
の

4
%
で

す
。
(
た
だ
し
、
二
疋
の
要
件
を
満

た
す
住
宅
や
住
宅
用
土
地
を
取
得
し

た
場
合
は
、
軽
減
措
置
が
あ
り
ま

す
。
)

不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
申
告
や

納
税
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、
次
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

一T
七
九
O

松
山
市
北
持
田
町

一
三
二
番
地

県
松
山
地
方
局
直
税
第
一
課

T
E
L

四

一

一

一
一
二
代
)

又
は
、
役
場
税
務
課

T
E
L

六
六
一

一一
一一一
一一

(
代
)

線

二

一
二一

一14

フコンドQ 
有



国
保

だ
よ
り

保
険
税
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
る
の
か

国
保
に
加
入
し
て
い
る
と
、
病
気

に
か
か
っ
た
り
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、

保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出

す
る
と
、
診
療
・
治
療
な
ど
の
保
険

給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
日
頃
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る

国
保
の
大
切
な
財
源
が
、
保
険
税
で

す。
1i/3雰点頭写真募集

• 
• 

国
保
は
、
皆
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん

に
か
か
っ
た
費
用
の
七
割
(
退
職
者

医
療
制
度
の
該
当
者
は
八
割
ま
た
は

七
割
)
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

こ
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
ら

れ
た
保
険
税
ゃ
、
固
か
ら
の
補
助
金

な
ど
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
貴
重
な
保
険
税
な
ど
を
有
効
に
使

う
た
め
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
健

康
に
気
を
つ
け
て
、
正
し
い
保
険
診

療
を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
保
険
税

を
滞
納
し
な
い
よ
う
に
普
段
か
ら
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
そ
な
え
ま

1
u
よ、っ。

保
険
税
、
万
が
一
の
安
心
料
|

県では、現在あまり知られていない

魅力的な資源で、今後ふるさとづくり

や地域のイメージアァプに結びつくと

忠われる物件の写真を次のとおり募集

しています。

く対象物件〉

あなたが身近なところにあるものの

中から見つけた“不思議なもの"“おも

しろいもの"“他地域にないもの"“魅力

的なもの"を対象とします。

く応募方法〉

所定の応募用紙に対象物件毎の写真

とスライドを添えて応募して下さい。

0写 真カラー・サービス判

Oスライド カラー・スライド35'リ判

〈募集期限〉

10月15日(木)

く活用方法〉

優秀な物件は、 『ふるさと再発見・

創造フオ}ラム'92.1で発表展示します。

く送付先〉

〒790松山市一番町4丁目4-4

愛媛県企繭調整部ふるさと整備課

ふるさと振興係

く問い合わせ〉

詳しくは、役場総務課企麗i係(ft66-

2222嗣2111)までお尋ね下さい。

病
気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
の
医
療
費
の
ほ
か
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
の
助
産
費
、

国
保
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、

そ
の
葬
儀
を
行
っ
た
人
へ
の
葬
祭
費

に
当
て
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
七
十
歳
以
上
(
寝
た
き
り

な
ど
の
お
年
寄
り
は
六
十
五
歳
)
の

人
の
た
め
の
「
老
人
保
健
」
に
当
て

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
保
険
税
は

皆
さ
ん
の
医
療
費
な
ど
の
た
め
に
、

加
入
者
全
員
に
平
等
に
使
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

曹
司
詞
医
療
費
の
ワ

・
悶
圃
割
は
保
険
税

E
Eと
国
で
負
担

司法書士無料法律相談所の

開設について(お知らせ)

電話で無料相談

「行政書士 110番」

愛媛県司法書士会では、松山公証人会と

共催で10月1日から、法の日の週間行事

10月1日の法の日にちなんで、日本行政書士会連合会以10
月 1 日 ~5 日筒、役所ヘ提出する書類や、 「許認可の手続き
等について電話による無料相談、行政書士110番」を開設しま

として、司法書士無料法律相談所を開設い

たします。
。

相談内容lみ不動産の相続、売買などの

登記に関するもの、供託の手続きに関する

もの、訴訟手続き(書類作成等)に関するも
J 

の及び公正証書の作成などを中心に関連す

るさまざまな相談もお受けします。

10月1日休)午前10時から

午後3時まで

「
吋

υ

重信町町民会館

日時

所場

す。
窓口l草、愛媛県行政書士会 T且46-1444
開設時間、午前9時から午後 4時まで。ただし土曜日は正

午まで。
相談内容は、

日常生活に身近な官公署への提出書類や、権利義務および
事実証明に関する書類
具体的に以

①土地利用に関する業務
②建設業者等に関する業務
③営業の許可に関する業務
④身分上のことに関する業務
⑤法人設立に関する業務
⑥交通事故に関する業務
⑦自動車に関する業務
⑧権利義務に関する業務
⑨事実証明に関する業務
⑮公庫、金融機関への融資手続き業務



十
月
は
『
犬
の
危
害
防
止
対
策
月

間
』
で
す
。

飼
い
犬
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る

た
め
「
放
さ
な
い
・
捨
て
な
い
・
迷

惑
を
か
け
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

『
飼
い
犬
の
三
な
い
運
動
』
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

4
犬
は
、
放
さ
な
い

O
岐
傷
事
故
の
も
と
に
な
る
犬
の
放

し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

O
犬
の
散
歩
は
、
か
安
全
第
一

u

に

く
さ
り
や
首
輪
を
よ
く
確
認
し
ま

1

レトふ、「ノ。

4
犬
は
、
捨
て
な
い

O
捨
て
犬
は
、
野
犬
の
も
と
で
す
。

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
、
家
族
の

一
員
と
し
て
死
ぬ
ま
で
飼
い
ま
し

ト品、司ノ。

O
や
む
を
得
ず
、
飼
い
続
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
新
し
い
飼
い

主
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

O
不
幸
な
子
犬
が
生
ま
れ
な
い
よ
う

不
妊
・
去
勢
手
術
に
努
め
ま
し
ょ

、つノ。-d犬
に
よ
り
他
人
に

〈
迷
惑
を
か
け
な
い

O

H

し

つ

け
μ

H

運

動

勺

手

入

れ

H

は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

O
道
路
や
公
固
な
ど
は
、
犬
の
排
便

場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

O
散
歩
の
際
に
フ
ン
を
し
た
時
は
、

責
任
を
持
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

，k
、，。，、
1

，。，、
3

，。，、、
J
o
t
-
、，。，、
1
F

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
、
登

録
(
犬
の
鑑
札
)
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
毎
年

一
回
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
健
康
セ

ン
タ
ー
(
含
六
六

l
二
一

九

一
・
有

線
五
八
三
三
)
又
は
、
最
寄
り
の
保

健
所
へ
・
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

十
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
で
す

労
働
省
で
は
、
十
月
を
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
と
定
め
、
全
国
的
に

労
働
保
険
(
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
)

の
未
加
入
事
業
所
の
解
消
に
努
め
て

い
ま
す
。

加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は

お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・

お
問
い
合
わ
せ
は

松
山
労
働
基
準
監
督
署

含
二
五
|
五
八

一
一

松
山
公
共
職
業
安
定
所

告
三
二
|
一

O
一
O

ま
で
。

一最低賃金改正のお知らせ一

愛媛県最低賃金は、

10月 1日から

一日 4，152円
( 1時間 520円)

lこ改定されます。

愛媛労働基準局

電話 66-羽田
清掃センター有線 3130 

収集曜日 収 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

土谷・滑川・天神・鳥の子・横i難団地 10月15日闘を10月16日樹に収集
毎 骨骨ーーー曲直・._-・._----司帽ーーーーーーーーーーー-ー-ーーーーーーーー・ーーーーー---・ー・ーーーーーーーー・ーー・ー・・・ー

木 井内

火・金 北方・南方
変更なし'骨骨・ー---ー崎-_.・ーー・ー・ー帽・p・.--ーーーーーーーー・・ーー---ーーーーーーーーーーーーーーーー・・ー・・・ーーー-ーーー

週
火 奥松瀬川

水・土
前松瀬川(鳥の子を除く)

10月10日出を10月9日闘に収集
町筋(天神を除く)

10月ごみ収集計画1 も之るご副

2.も之怒りご却

収集 地 域 ガフス・空きビン類 空き缶等金物類 粉大ゴミ

東谷・西谷(井内を除く)
10丹12日開) 10月26日開) 次回は12月です

天神・鳥の子・横瀬団地

北方・南方・奥松瀬川 10月13日同 10月27日附 次回は12月です

前松瀬JlI(鳥の子を除く)
10月14日(樹 10月28日嗣 次回は12月です

町筋(天神を除く)

井内・土谷・滑川 10月8日(対 10月22日同 次回は12月です

-， • 

ハh
u

よく洗ってから出しましよう/。。ビンや缶は中身を出して、



ご存じですか/

し尿処理手数料

• 

ホース 均等割
一

延 長 人頭割 世帯割
従量制

ホース延長
円 円 円

50m以下
154.50 412円 18Q当り

円 103円

※一回当り合計金額の10円未満は、切り捨て

る。 • 
例)均等制の場合

4人世帯 1カ月

(154.50 X 4) +412~1 ，030円

※
訂
正
と
お
詫
び
※

例)従量制の場合

〈一回のくみ取り量540R当り〉

(540R -;-.18R) x103~3 ， 090円

『
広
報
か
わ
う
ち
8
月
号
』
掲
載

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

左
記
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
致

し
ま
す
。

川
内
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
職
務
代
理
者

渡

部

孝

之

氏

の

住
所
(
区
名
)

上

之

町之

町

を

中

に
訂
正
。

10月健康センターだより

1臼附 基本健診結果報告会

(コレステロール中性脂肪について) (センター)
2日(鉛 基本健診結果報告会

(尿の異常について) (センター)

健康教育

(老人性痴呆の予防と援助) (センター)
58(月) 基本健診結果報告会

(~干疾患について) (センター)
68附 基本健診結果報告会

(肥満・糖尿について) (センタ ー)

8日附 栄養学級 (センター)

16日後) ポリオ生ワクチン投与 (センタ ー)

17日出 男のための料理教室 (センター)

198C月) ファミリー健康相談・成人健康相談 (井内公民館)

20日制 三種混合予防接種 (センター)

22民側 インフルエンザ予防接種一般(第一回) (センター)

23日制 育児相談・育児学級 (センタ ー)

26日(月) へき地移動保健所事業(ヘルス事業)

(奥松瀬川公民館)

27日制 こころの健康相談 (センター)

298休) l歳 6ヶ月児 ・3歳児健診 (センター)

30自信的 ファミリー健康相談・成人健康相談

(横灘団地公民館)

毎遡湾問E臼 不用犬買上げ (センター)

毎週水曜日 健康相談 ・栄養相談

母子手帳交付・妊婦健康相談 (センター)

機能回復訓練事業 (ガリラヤ荘)

き話番~
4日{日) 永山内科(北梅本町) 合 76-1788
10日出 宮内病院(北梅本町) ft 75-0091 
11日(日) 渡部内科(南梅本町) ft 75-2232 
188(白) 国立療養所愛媛病院(横河原) 合 64-2411
25日(8) 友愛内科・小児科(水泥町) ft 76-6262 
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